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     【
八
幡
商
人
と
町
衆
】

　

 　

 

　
こ
れ
ま
で
八
幡
商
人
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
商
家
を
絶
や
さ
ず
代
々
継
承
出
来
る
よ
う
に
精
進
し
て
本
家
を
守
る

為
に
多
く
の
働
き
手
が
い
ま
し
た
。
秀
次
公
が
築
城
し
開
町
し
た
八
幡
か
ら
多
く
の
商
人
が
全
国
各
地
で
活
躍
を
し
、

八
幡
堀
は
流
通
の
糧
に
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
徳
川
時
代
、
江
戸
の
初
頭
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
約
１
７
０
年

間
は
八
幡
商
人
の
活
躍
は
著
し
く
八
幡
の
経
済
は
他
国
で
活
躍
す
る
と
同
時
に
町
内
に
於
い
て
の
工
業
も
隆
盛
を
極
め

た
事
は
確
か
で
し
た
。
商
家
を
取
り
巻
く
庶
民
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
蚊
帳
、
畳
表
、
数
珠
等
は
家
内
工
業
で

例
え
ば
町
の
中
心
で
蚊
帳
業
に
属
し
て
、
い
ず
れ
の
家
で
も
内
職
で
麻
糸
を
紡
ぐ
の
が
常
で
、
蚊
帳
問
屋
の
丁
稚
や
手

代
が
原
料
を
配
給
す
る
と
同
時
に
、
出
来
上
が
っ
た
物
を
取
り
集
め
綛
屋
（
か
せ
や
）
に
廻
し
こ
れ
を
枠
屋
（
わ
く
や
）

更
に
染
屋
を
へ
て
縫
屋
へ
と
順
次
内
職
を
へ
て
織
屋
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
織
屋
が
集
中
し
て
い
た
中
村
町
や
土
田
町
の
民

家
に
お
い
て
、
門
か
ら
母
屋
ま
で
の
距
離
が
長
い
の
は
一
般
的
に
は
穀
物
の
乾
燥
の
為
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
蚊

帳
織
の
場
合
に
機
台
に
乗
せ
る
前
に
縦
糸
を
揃
え
る
為
に
距
離
が
必
要
で
あ
っ
た
名
残
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
夫
々

分
業
で
織
り
上
が
っ
た
物
を
持
ち
帰
り
、
裁
断
、
縫
製
、
仕
上
げ
て
寸
法
の
蚊
帳
に
仕
立
て
た
の
で
す
。
生
地
の
ま
ま

発
送
し
た
物
も
多
か
っ
た
様
で
す
。

　

染
屋
の
段
階
で
は
萌
黄
染
め
は
新
町
元
に
紺
屋
が
軒
を
並
べ
川
水
が
必
要
で
八
幡
堀
で
染
料
を
洗
い
浜
岸
や
居
住
宅

の
裏
手
に
は
乾
燥
棚
を
設
け
、
萌
葱
色
の
蚊
帳
布
が
川
に
な
び
く
様
子
は
壮
観
を
極
め
町
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
蚊
帳
業
者
は
組
合
を
組
織
し
、
天
保
年
代
に
は
27
軒
を
数
え
、
後
新
組
み
が
加
わ
り
50
軒
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
有

り
ま
し
た
。
又
西
町
に
は
数
珠
屋
が
多
く
主
に
小
船
木
の
農
家
で
は
傍
ら
数
珠
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
数
珠
も
蚊

帳
と
同
じ
く
分
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
部
で
は
畳
表
と
灯
芯
引
き
の
内
職
が
盛
ん
で
し
た
。
畳
表
は
古
来
良
品
を
製

出
し
、八
幡
の
畳
表
は
問
屋
が
前
金
に
よ
る
専
属
制
度
に
よ
り
生
産
者
を
毎
日
手
代
や
丁
稚
に
訪
問
さ
せ
品
種
を
分
け
、

各
地
に
こ
れ
ら
の
製
品
を
人
馬
や
回
船
問
屋
の
手
に
よ
っ
て
国
内
各
地
に
出
店
を
持
つ
販
売
機
関
に
よ
っ
て
売
り
さ
ば
か

れ
全
国
に
基
盤
を
つ
く
り
、
商
人
は
も
と
よ
り
町
民
も
よ
く
働
き
富
裕
の
楽
土
を
建
設
し
た
の
で
す
。

　

商
家
に
奉
公
す
る
事
は
、
小
学
校
教
育
が
な
か
っ
た
時
代
は
七
、
八
歳
の
児
童
よ
り
店
員
養
成
を
し
ま
し
た
。
少
年

は
丁
稚
（
で
っ
ち
）
で
最
初
二
〜
三
年
は
子
供
と
よ
ば
れ
、
八
幡
の
本
宅
（
本
店
）
で
養
わ
れ
、
屋
敷
の
清
掃
や
、
走

り
使
い
等
に
使
わ
れ
、
夜
間
に
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
を
習
い
ま
し
た
。
商
売
に
携
わ
る
事
無
く
、
家
風
に
慣
ら
さ
れ
立

派
な
商
人
に
な
る
た
め
実
直
に
働
き
堅
実
な
気
風
が
養
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
は
じ
め
て
地
方
に

あ
る
支
店
に
送
り
出
さ
れ
て
丁
稚
と
し
て
先
輩
の
教
導
を
受
け
実
業
を
習
得
す
る
の
で
す
。
こ
の
期
間
は
私
行
は
許
さ

れ
ず
業
務
に
精
進
す
る
の
み
で
す
。
20
歳
く
ら
い
で
初
め
て
帰
郷
を
許
さ
れ
、『
一
番
登
り
』
と
い
う
こ
の
と
き
に
主
人

よ
り
両
親
親
戚
へ
土
産
が
有
り
、
一
定
の
旅
費
、
小
遣
い
銭
が
支
給
さ
れ
一
ヶ
月
余
の
休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
更
に
数

年
を
経
て
『
二
番
上
が
り
』
が
許
さ
れ
こ
の
時
か
ら
手
代
（
て
だ
い
）
と
な
っ
て
羽
織
が
許
さ
れ
ま
す
。
更
に
帰
省
す

る
事
無
く
実
直
に
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
に
『
三
番
上
が
り
』
は
普
通
30
歳
位
に
な
り
後
に
『
番
頭
』
と

な
り
主
人
か
ら
一
家
を
構
え
妻
を
娶
る
事
が
許
さ
れ
ま
す
。
若
干
年
無
事
に
勤
め
る
事
で
別
家
と
し
て
独
立
を
許
さ
れ

る
の
で
す
。
依
然
と
し
て
本
家
と
の
主
従
関
係
を
保
つ
の
が
古
い
習
慣
で
し
た
。

　

本
家
を
拡
大
し
守
る
た
め
血
縁
が
分
家
し
、
使
用
人
が
別
家
を
し
て
商
家
が
ま
も
ら
れ

て
き
た
の
で
す
。
八
幡
商
人
の
活
躍
の
事
歴
は
顕
著
で
あ
り
共
通
し
た
理
念
は
忍
耐
努
力

節
倹
で
あ
り
豪
商
に
な
っ
た
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。
幕
末
に
は
各
藩
が
発
行
し
た
藩
礼
の

流
通
が
悪
化
し
、
あ
お
り
を
う
け
廃
業
に
至
っ
た
商
人
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
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展示例です

※アクセス：近江八幡駅より徒歩 7 分

◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ）
　２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　
※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、
　壁面ピクチャーレール、音響、テーブル（展示台）8脚
　椅子20脚／展示用ワイヤー20本　他　

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時

ギャラリーは、白を基調とした空間で、安ら
ぎとくつろぎを感じとれるように設計されて
います。照明設備、音響設備等も用意されて
おり、様々な目的に対応できるようなスペー
スになっています。
　　

ギャラリー部

すみれラボ  ギャラリー⇨⇨

●たねや様

●ひさご寿し様

株式会社ダイゴ●

◀至近江八幡駅
ブーメラン通り

市役所● ●商工会議所

近
江
八
幡
駅 官

庁
街
通
り

 平成30年度予約承り中！

 〒523-0894  近江八幡市中村町 20 番地
　　　　　　　　　　（株式会社ダイゴ本社ビル１F)
 TEL0748-33-4181

新進気鋭の作家、アーティストを応援しています！

　◆お気軽にご相談ください。

（中川まで）

ギャラリー部

答え…四代目
若葉町 W・Tさん
堀上町 Y・Kさん
鷹飼町 M・Hさん
南津田町 H・Sさん
丸の内町 N・Mさん

当選者発表

抽
選
で
5
名
様
に 「
葦
う
ど
ん
ペ
ア
お
食
事
券
」 

を
差
し
上
げ
ま
す

クイズ応
募
〆
切

２
月
５
日 

必
着 

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

八
幡
で
は
郷
土
の
羊
羹
と
し
て
有
名
で
す
。奉
公
を
し
た
時
に
最
初

に
い
わ
れ
る
商
家
で
の
呼
び
名
は
何
で
し
ょ
う
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

   

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

町名に職業が残されている古地図

）

2

1

3

4

5

6

9

8

10

12

11

14

16

15

17

18

21

22

20

24

25

26

27

28

29

30

31

23

7 13 19

当事業は、近江八幡市、近江八幡観光物産協会、近江八幡商工会議
所 等々が主となり、商家に伝わる節句人形を展示することで、町中
に彩りと賑わいを呼び起こし、文化と伝統を大切にする八幡商人の
心意気を、今に伝えることを目的に開催しています。

31
展示会場

古今雛から昭和雛まで。

創業155年　でっち羊羹の老舗

和た与
TEL 32-2610　火曜定休
昭和初期の愛らしい木目込雛人形です。

登録商標:でっち羊羹
御菓子司 かみ平老舗
TEL 33-2559 水・木（第４）曜定休
昭和初期の人形です。

お店はお見せ・・見にいらしてね

チュチュタムラ
TEL 33-2850　無休
店内でコーヒーをどうぞ。

穀粉と包装資材のお店

宮源商店
TEL 32-2515 　日曜・祝日定休

種のことなら当店へ

種清種苗店
TEL 32-2347　火曜定休

古町屋の雑貨屋さん

七七八（ななや）
TEL 32-1017  不定休（外から見学可）
明治・大正・昭和お人形です。見に来てね。

芸術と工芸ギャラリー
ギャラリー
スペース 新町浜
TEL 36-5115　水曜定休
大正・昭和の人形です。飾り節句人形販売。

骨董の数々を一同に
アンティーク
ギャラリー米玲留（メレル）
TEL 33-6133　火曜定休

アトリエ 藍
TEL 33-0070  不定休
昭和の久留米絵絣(節句人形）展示販売

自然素材と手描き 古い町家の中にカフェと古道具

尾賀商店
TEL 32-5567  《火・金曜日定休》
カフェは、木・土・日の営業です。
TEL 43-0218

地酒「湖東富貴」、郷土料理、喫茶

酒游舘
TEL 32-2054　火曜定休

江戸末期創業の酒蔵跡のお宿と手芸のお店

酒蔵跡の見学も出来ます。（入場無料）

まちや倶楽部・idea note
TEL 32-4654　火・木曜定休

ヴォーリズ建築

旧八幡郵便局内レトロ前田
TEL 33-6521  火曜と不定休

　　大人の雛遊び、極上ヒナ道具 、小幡人形その他多数販売中 

創業天明4年
表太 表具師 立木屋
TEL 32-2592   　（不定休）
女の子の遊び（ままごと）道具や家具、小間物等が揃っ
ています。

休暇村近江八幡

琵琶湖の焼物 水茎焼

水茎焼 陶芸の里
TEL 33 -1345　水曜定休

まちづくり会社まっせ事務所

奥村邸
TEL 47-2045
地域のボランティアの協力で再生した町家です

麻香「ギャラリー淡海座」
TEL 36-5801 　月•火曜定休
江戸時代初めの立雛展示

築150年の商家 「近江の麻」の産地ショップ
あさがお

やさしさと出会いを大切に

材久さん
TEL 36-5427
小規模多機能型介護サービス

しみん 　　
ふくし滋賀

骨董美術蔵出しの品々

中島多吉商店
TEL 32-3888
大正・昭和の人形です。

びわこ天然もの鮒寿し湖魚の佃煮（無添加）

織源商店あゆの店  きむら 八幡堀店　

古民家カフェで美味しいお茶を

逢茶 あまな
TEL 32-5295  火・水曜定休
京の名工が製作した雛人形です。

天然木アクセサリーと数珠

レアウッドビーズBijoux美樹
TEL 33‒5251  火曜定休

小あゆ煮・あゆの姿煮・鮒寿し

TEL 32-3801　不定休
2千円以上お買い上げで雛あられ進呈。

着物・衣料・福祉用品

扇　屋
TEL 32-3455
昭和40年代の人形です。

明治5年創業の老舗和菓子舗

たねや日牟禮乃舎
TEL 33-4444　　年中無休
古裂の美・内裏雛と池之端 七澤屋製の精巧な細工の雛道具

やさしさと出会いを大切に

野間清六邸
TEL 31-3058

3/3（土）お香遊び参加料2500円（要予約）

しみん 　　
ふくし滋賀

 コーヒー・抹茶の販売あります
（抹茶・お菓子付き）《土日祝休 他不定休》

ひな人形

展示期間
2/10～3/25

展示期間
2/10～3/3

五月人形

ひな人形

五月人形

マ
ー
ク
の
内
容

市外局番（0748）

京料理

宮　前
TEL 33‒0150  水曜定休（他不定休）
庭園を眺めながらお食事を

村雲御所瑞龍寺門跡
ロープウエー運休日：２/5・6・7　2/13～22
TEL 32-0303（八幡山ロープウェー）

楓（かえで）の間に展示。
大正・昭和初期商家に伝わる節句雛人形。

お食事処 浜ぐら

TEL 32-1775　　火曜定休

TEL 32-5533　水曜定休
11時～15時（LO）

カネ吉山本 直営店

蔵を改装したカフェ

ティースペース茶楽
TEL 47‒7980  月曜定休
展示期間2/23～3/4  御殿飾り雛の展示

旧伊庭家住宅

卍 村雲御所瑞龍寺

卍  長命寺

八幡山（鶴翼山）

豊臣秀次公銅像

八幡公園

八幡山ロープウェー

県道多賀県道多賀 →
至 

曳
山
と
イ
草
の
館

至 

安
土
駅
→

多賀多賀

小
幡
町
通
り

本
町
通
り

池
田
町
通
り

魚
屋
町
通
り

大杉町通り

為
心
町
通
り

仲
屋
町
通
り

う
わ
い

う
わ
い

い
し
ん

い
し
ん

す
わ
い

す
わ
い

永
原
町
通
り

博
労
町
通
り

慈
恩
寺
町
通
り

近
江
鉄
道
バ
ス
野
村
線

近
江
鉄
道
バ
ス
長
命
寺
線

八幡堀

八幡堀
新
町
浜

新
町
浜

ヴォーリズ
記念館
  （要予約）

白雲館

旧八幡郵便局　

八
幡
教
会

ア
ン
ド
リュー
ス
記
念
館

（
G
W
期
間
中
公
開
）

ヴォーリズ像

●郷土資料館

近江兄弟社
（メンターム資料館併設）土・日・祝休

ボーダレス・アート
ミュージアムNO-MA

GS

多
賀
駐
車
場

図書館

至 野ヶ崎

至 安土・彦根・長浜至 京都・大津

県
道
26
号
線

至 

長
命
寺
・
休
暇
村
近
江
八
幡
・
湖
周
道
路

至 

彦
根

市営小幡駐車場

文

文

旧西川家住宅

京街道門前通り

池
田
町
洋
風

　

   

住
宅
街

（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
）

八幡コミュニティセンター

ホテルニューオウミ

市役所

観光案内所観光案内所

ヴォーリズ学園

八幡中学校八幡中学校
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（ヴォーリズ建築）
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3月17㈯・18㈰開催
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西川甚五郎
本宅

（一社） 近江八幡観光物産協会　http://www.omi8.com

長命寺

桜宮桜宮
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文八幡商業高校
ヴォーリズが英語の教師として赴任した
学校です。数多くの近江商人を輩出し
た学校としても知られています。

小幡小幡

近江八幡おもてなしパスポート近江八幡おもてなしパスポート

お一人様から団体様まで、お求めいただけます。
ご購入は予約不要です（当日購入可）

八幡山ロープウェー
郷土資料館・歴史民俗資料館・旧西川家住宅
旧伴家住宅（八幡教育会館）・かわらミュージアム
ボーダレス・アートミュージアムNO-MA

2,480円 ➡入館料金
人気観光7施設や市内27店舗で利用できる

1,500円

観光パスポート1冊1,500円に下記の
観光施設利用料が含まれています。

※郷土資料館は、H30.3月まで改修の為、見学できません。

●●

入館料： 大人300円・小中200円 
開館時間： 9：00～17：00（入館は16：30まで）
期間中の休館日：月曜・3/22 TEL.33-8567
瓦で作成された人形や雛の展示を行います。
※瓦ひな人形の販売も行います。

展示会場
全31店舗
　

小幡町
資料館前

2

6 10
5

16

17

8

1

9

18

11

19

7

1 31

2827

26252423

20

22

29

1514
1312

30

土 日

発行部数（7,000部）

 ●徒歩 約30分
●バス 約5～7分小幡町資料館前下車

　（1時間2～3本運行）
近江鉄道バス  電話:077-589-2000

駅から資料館まで

2/10 3/25

八幡を代表する商人「西川利右衛門」宅で
築約310年の建造物です。（国重要文化財）

旧西川家住宅旧西川家住宅

各家に伝わる大切な節句人形を展示
します。マナーを守ってご見学くださ
るようお願いします。
（見学無料ですが入館料が必要な館
がございます。）
●各事業所とも定休日や臨時休業等が
ございますので予めご了承ください。
●日焼け防止のため屋内での展示店も
あります。お気軽にお声掛けください。

観光案内所

旧伴家住宅

TEL 0748-33-6061
近江八幡駅 北口観光案内所
近江八幡の観光・物産に対するお問い合わせは

村雲御所瑞龍寺門跡
拝観時間：9:00～16:00
拝観料：大人300円（入館は15：3０まで）
　　　　 中学生以下は雛祭り期間無料
楓(かえで）の間にて節句雛人形展示

八幡山ロープウェー
9:00～17:00（上り最終16：30）
（15分間隔で運行）　年中無休
山頂から琵琶湖や町並を一望できます。
八幡山ロープウェー TEL.32-0303
運休日：２/5・6・7、 2/13～22

近江八幡商工会議所　http://8cci.com

2名様以上のグループで５日前までに近江
八幡駅北口観光案内所までお申込ください。

但し、交通費としてガイド1名
につき金千円を申し受けます。ガイド費用無料

観光ボランティアガイド
申込受付中

●歴史民俗資料館

（ヴォーリズ建築）建物は昭和28
年に増改築されたかつての警察
署。昭和49年より資料館として利
用されています。（現在改装工事
中のため入館は出来ません。）

当館は森五郎兵衛の控宅として
利用されていました。

郷土資料館郷土資料館

歴史民俗資料館歴史民俗資料館

かわらミュージアムかわらミュージアム

-2018-
第13回

願成就寺

旧伴家住宅 （八幡教育会館）旧伴家住宅 （八幡教育会館）
市指定文化財の「旧伴庄右衛門」宅です。当館では、
商家に伝わる雛人形の数々を一堂に展示。八幡商人
にとって「雛祭り」は、人形の飾り付け「遊び（ままご
と）道具」等を
通じて、商人の
妻としての振
る舞いや礼儀
を身に付ける
教育の場と捉
えていました。

入館料 （2館共通/❷・❸）： 大人500円  小人250円 団体割引（10名以上）
　                  ❹：大人400円  小人250円 団体割引（10名以上）
開館時間❷❸： 9：00～16：30（入館は16：00）
開館時間  ❹ ： 9：00～17：00（入館は16：30）
期間中の休館日：❷・❸ 毎週月曜日・3/22　
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Free
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で

つなが
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びわ湖 Free Wi-Fi(SSID：Biwako_Free_Wi-Fi)無料公衆無線LANサービス
このステッカーが目印▶

4

2/10～3/2

2/10～3/2

～

3月上旬まで、トイレ改修工事の
ため入館不可の日があります。

安土町小中191オレガノ  TEL46-6324
開館時間：10：00～16：00（受付は15：30）
休館日：月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
2月は土・日のみ開館、平日は予約のみ
和紙人形しおり進呈

い ば

沙沙貴神社

安土城郭
資料館

JR安土駅
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PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント  （2月の方）3名様

花王アタック１キロ ８個入り（1ケース）  5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

30 名様
10 名様
20 名様
30 名様
10 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

2 月 25 日 迄
4 月 15 日 迄

 

＊はじまりは伊藤若冲  細見美術館　      
＊ターナー 風景の詩  京都文化博物館  
＊井上章一の現代洛中洛外もよう スクラップブック
＊２０１８年度 京都新聞手帳
＊２０１８年度 京都新聞カレンダー

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 1月30日迄
洗剤、チケット等 2月５日迄締 切

　　　　　　　

市立資料館 旧西川家住宅 滋賀県近江八幡市新町２丁目22
TEL0748-32-7048

9：00～16：30（入館は16：00まで）
【入館料】一般 ￥500　小・中学生 ￥250
【休館日】月曜（祝日を除く）・祝祭日の翌日町なみに装う ひいなのほほえみ町なみに装う ひいなのほほえみ

写真協力／近江八幡観光物産協会

近江八幡節句人形めぐり近江八幡節句人形めぐり
20182018

2/10～3/252/10～3/25
（土）   　            （日）（土）   　            （日）

展示期間展示期間

商家に伝わる華麗で愛らしいひいなのほほえみ暮らしの中に
活きた日本伝統工芸の技と美しさ江戸から明治大正昭和に
かけての我子の節句を祝い育んだ歴史が町中で公開されています

商家に伝わる華麗で愛らしいひいなのほほえみ暮らしの中に
活きた日本伝統工芸の技と美しさ江戸から明治大正昭和に
かけての我子の節句を祝い育んだ歴史が町中で公開されています

※郷土資料館は改装工事中です

岡地 勝二
　近江八幡市在住の岡地勝二先生は、ゼミで学生に経済を
教える傍ら、企業の顧問や定期的に市民経済ゼミナールを
開催され、５年目を迎えられます。言葉は知っていても、理
解しにくい経済の話題を分かりやすく教えて下さるゼミは、
毎回好評です。

　また、シドニーの日豪プレスに執筆されている『今さら聞けな
い経済学』が、一冊の本となり今年の１月に出版されました。
　1月21日（日）には、「2018年の日本経済の行方と将来に
ついて」をテーマに今年度の第1回目となる市民経済ゼミ
ナールと出版記念祝賀会が開催されました。
　用語や基本的な仕組みが分かると、経済は簡単で面白いと
おっしゃる先生。あなたも経済学の扉をひらいてみませんか？

『今さら聞けない経済学』
著者：岡地勝二
編集サイズ：A5（148×210）
本文：モノクロ 180 頁
定価：1,000 円
発行：双林株式会社（京都）

龍谷大学名誉教授・経済産業分析研究所所長
おかち　かつじ

連絡先／経済産業分析研究所　近江八幡市白鳥町135-16　電話・Fax 0748-36-6877

関西大学経済学部卒業
（在学中：ロータリークラブの奨学生としてアメリ
カ・ジョージア大学に1年留学）
アメリカ・ジョージア大学大学院修士課程卒業　
修士号（M.A.）修得
名古屋市立大学大学院経済学研究科博士課程単
位修得
アメリカ・フロリダ州立大学大学院博士課程卒業
博士号（Ph.D.）修得
京都大学経済学博士
大阪学院大学助教授、教授を経て、龍谷大学経済
学部教授に就任（1989年）
アメリカ・ヒューストン大学教育行政研究所にて、
ポストドクトラル・フェローおよびアジャンクト・プ
ロフェッサーとして勤務（1983年）
韓国ソウルの国立総合政策大学院にて客員教授
として勤務（2014年）
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